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研究分野：生物学 
科研費の分科・細目：生物多様性・分類 
キーワード：中生動物、分類、系統、進化、共進化 
 
１．研究計画の概要 
(1)分類  
(2)系統関係 
(3)進化 
 
２．研究の進捗状況 
(1)分類 
 イイダコ、スナダコ、コブシメ、テナガコ
ウイカ、メンダコから 10 新種のニハイチュ
ウを記載した。また、ボウズイカとミズダコ
にみられるニハイチュウ類 3種の再記載を行
なった。これらのニハイチュウ類は宿主特異
性を示した。 
(2)系統関係 
  脳形成に関わる Zic遺伝子や眼の形成に関
わる Pax遺伝子の発現解析を行なった。その
結果、ニハイチュウには脳や眼は存在しない
が、Zicや Pax遺伝子の発現がみられ、ニハ
イチュウの Zicや Pax遺伝子が高等動物とは
違った機能をもつことが明らかになった。ま
た、ギャップ結合タンパクのイネキシンのア
ミノ酸配列によるニハイチュウ類の系統解
析を行なった。その結果、ニハイチュウは扁
形動物を除く螺旋型卵割動物のグループ（環
形動物と軟体動物）との関連が深いことが明
らかになった。古くからニハイチュウの寄生
退化説の柱となっていた扁形動物との関連
性について、この結果はニハイチュウが寄生
性扁形動物とみる説を退け、より高等な後生
動物が特殊化したことを示唆する。 
(3)進化 ニハイチュウと頭足類について、ミ
トコンドリア COIと NADH遺伝子、および
18SrRNA の塩基配列を用いて、それぞれの
種間の系統関係を調べた。その結果、共進化
している種もみられる一方で、宿主を変えて

いる種もみられ、いわゆる共進化はみられな
かった。また、ニハイチュウ種間の系統関係
をみると、ニハイチュウの体の細胞数が進化
とともに減少してゆく傾向が見られた。これ
はニハイチュウ類が進化の過程で単純化し
てきたことを示している 
 
３．現在までの達成度 
(1)分類  
 おおむね順調に進展している。実験材料の
採集が計画通りに進んだことにより、結果が
順調に得られた。 
(2)系統関係   
 おおむね順調に進展している。実験材料の
採集が計画通りに進んだことにより、結果が
順調に得られた。 
(3)進化 
 おおむね順調に進展している。一部の種で
は目的の遺伝子の塩基配列が決定できない
ということもあったが、実験材料の採集が計
画通りに進んだことにより、結果が順調に得
られた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)分類 
 これまで通り、多くの種を発見し、記載を
進める。 
(2)系統関係 
 EST プロジェクトから得られた遺伝子を
解析し、系統解析に適した遺伝子を見つけ解
析する。 
(3)進化 
 解析に用いる種を増やし、より厳密な解析
を行う。 
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５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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